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問題３４ 環境都市水理学・地盤力学

Ⅱ 次の（１）と（２）の問いについてすべて答えよ。必要なパラメータがあれば各自で適宜定義し

て用いること。

（１） 透水性の低い粘性土の有効内部摩擦角’と有効粘着力 c’を求めるために必要な試験条件を説

明しなさい。また試験結果として、有効内部摩擦角’と有効粘着力 c’を図示しなさい。

（２） 図 1 から 4 に示す土槽内の P 点における一次元圧密問題を考える。

 土槽底面は外部のパイプと連結されており、土槽内部の水位を変えることが可能である。ま

た下部には、透水性剛体板が設置されている。

 土槽内の土は初期正規圧密状態にあり、飽和単位体積重量sat、不飽和状態における湿潤単位

体積重量 t、水の単位体積重量wは全深度で一定、また(t −w/2) > (sat −w)である。

 また圧縮指数は Cc、膨潤指数（過圧密状態における圧縮・膨張曲線の勾配）は Csであり、
P 点より以浅の O 点の初期有効応力は’O、初期間隙比が eOと表される。このとき、以下 a)か

ら d)の定常状態（応力変化から十分な時間が経過した状態）における、P 点の全応力、間隙

水圧 uw、有効応力’および間隙比 e を求めなさい。また、e – log’関係も図示しなさい。

a) 初期状態（図 1）

b) 初期状態から、土槽上面に等分布の圧密圧力 p を載荷したとき（図 2）

c) b)の後に、パイプの水位を h 下げたとき（図 3）

d) c)の後に、水位を戻す操作を行う。この際、土槽の深さ h に漏水が発生しており、図 4 に

示す状態で定常状態に至ったとき（土槽内部での水圧は水平方向に一様とする）。
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